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目的 

 薬剤基礎実習では、データ処理をするためな

らび理解力を深めたり考察力を高める目的で学

生全員にノートパソコン持参を課している。マル

チメディアを使用して見えてきた光と影を検討

した。 

 

方法  

薬学科3年生の 1クラス 150名 2 クラスが対象 

である。グループ構成は、1クラスを4等分して該

当項目に割り当てた。実習項目は、１．錠剤の作

製、２．製剤試験法、３．軟膏剤・坐剤の作製、４．

無菌調剤（操作）から構成した。実習初日は、無

線LAN設定とEXCELの操作方法に関する演習

をした。これは、実際の実習日に作業が円滑に

進むように計画しているものである。PC環境が整

備されていない頃は、この演習日はなかった。実

習当日、始まる前に無線 LAN を通して、構内の

別の建物にある学生共通サーバーに接続し、そ

の中から所定のファイルを学生各自のPCのデス

クトップに貼り付けさせた（図１）。主薬含量は同

じだが添加剤の含有量を変えた 12 種類の錠剤

を作製し、出来上がったものを製剤試験法に適

用し品質管理をした。ここでは教員2名とTA1名

が指導に当たった。製剤試験法では、12 種類の 

 図１．無線 LAN を使い学生共通サーバーに
ある所定のファイル 

 

錠剤のうちグループが作成した錠剤を①質量偏

差試験、②摩損度試験、③安息角測定（状態に

より平均粒径の算出に変更）、④崩壊試験法、⑤

硬度測定、⑥溶出試験法を実施し、グループご

との平均値を算出した。一方、スクリーンには試 

 図 2．データの入力 

①集計表

②平均粒径算出表

①集計表

②平均粒径算出表



験法全体をまとめる表を投影しておいた。６項目

の試験法で得たデータをまとめ、グループごとに

投影されている表の該当箇所に入力させた（図

2）。同時に学生も、映し出されている表から他グ

ループの値を自分のデスクトップの表に入力し、 

 図 3．スクリーン上の表とデスクトップ上の表 

 

空欄の無い表を完成させた（図３）。その後、質

問を投げかけ、回答を求めた。さらに、6 項目の

試験法から出てきた数値の関連性をグラフ化し

て考察に入った（図 4）。 

   図 4．グラフ化して考察する学生 

 
結果および考察 

A.マルチメディア環境になって改善されたこと 

１． 板書による見難さから解放された。かつて 

は、学生が書き込む様々な数値がわかりづら

いところがあった。淡い数字、小さな数字は悩

ましかった。３と８、２と７、０と６の区別がはっきり

した。 

２． 数表からグラフ化することで、関連性をイ 

メージしやすくなった。従来は、言葉で説明を

していたので、理解するまでに時間がかかっ

た。 

３． その日のうちにホットな状態で実験結果 

を考察できるようになった。かつては、板書され

た表を学生各自が写し取り、後日レポートにし

て提出させていたが、回収が不完全であったり、

同じ考察を何枚も読まなければならなかった。 

B.課題 

 １． 学生の PC に対する習熟度の違いから、 

2～3割の学生が説明について来れなかった。     

無線LANとウイルス対策ソフトで使用する通信

ポートの兼ね合いや、サーバーと実習室にい

る学生個人のPCの関係を理解していないこと、

また、EXCEL の操作法が不慣れであることが

代表例であった。 

 ２． 40名全員のPC上の作業状態が一斉に把 

握できなかった。投影している表のみで解説し

ているため、この間、どれだけ他の学生に考察

が伝わったか不明であった（図５）。また，ブラ

ウジングをしている学生に対処できなかった。 

図 5．現状の教員と学生による考察 
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それぞれが共有できるようになれば（図６）、また

学生同士でもできるようになればこうした状態は

避けられると推察した。 

図 6．書き込み可能な双方向考察 

 

 ３． USB メモリーやマイクロ SD を利用して、人 

が作成したデータや図表をコピーして、やった

振りをしている学生への対応に苦慮した。 

    ４． そのほかには，数値処理の際，EXCEL を

使わず、携帯電話で計算したり、関数電卓を

使う学生がいた。PCを持参しない学生もいた。    

 

まとめ 

各試験法から得たデータの関連性を考察する 

際グラフへ変換することで理解力が深まっている

と推察した。一方、 40名学生全員の作業状態を 

知るための EXCEL に組み込む双方向アドインソ 

フトやシステムの必要性を痛感している。 
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略語 
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